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1．プログラム

１）機器：

２）期間：

３）対象車両数

４）内容：

り、

【走行用前照灯

 

2．確認検査

上記車両

送いたします

に内容をよく

また、確認検査

に記載されました

うお願いいたします

 

3．本事案

１）発生原因

① 当該機器

の信号設定

してしまいました

② (株)

ませんでした

③ 機構

に気
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２）再発防止策 

① 当面の措置 

(ア) (株)バンザイに対しては、再発防止策及びその実施状況について報告を求め、確実

に対策が行われているか継続的に確認します。 

(イ) (株)バンザイを含め検査機器メーカーに対し、(i) 機器の修正内容等を確実に記録

し報告するとともに、(ii) 機器設置時には、最終調整を行った段階で機器仕様を満

たしていることを確実に確認することを再徹底するよう要請しました。 

② 今後の措置 

検査機器の試験・校正の実施機関及び機器メーカーとともに、判定精度の確認等に

ついて抜本的な対策を検討し、結論が出たものから速やかに実行していきます。 
    

     

 

 

問い合わせ先 

〒１６０－０００３  

東京都新宿区本塩町８－２住友生命四谷ビル 

自動車機構本部  企画部企画課 

電話  ０３－５３６３－３４４１ （代表） 

FAX   ０３－５３６３－３３４７ 


